
極寒の山頂で82日 間の気象観測に成功 !

富士山測候所をつくった
ある明治人の秘話

『芙
蓉
の
人
』
新
田
次
郎
著

（文
春
文
庫
）

認定NPO法人
富士山測候所を活用する会
理事

土 器 屋 由 紀 子 さん

江戸川大学名誉教授、農学博

±。1962年に東京大学農学部

卒業。気象庁気象研究所主任

研究官、気象大学校教授、東

京農工大学教授、江戸川大学

社会学部教授を歴任し、現職
=

「活用する会」公式サイト

http://npO fuii3776 net/

気
象
学
者
夫
妻
が
切
り
拓
い
た

「
通
年
観
測
」
へ
の
第

一
歩

天
気
は
高
い
空
か
ら
変
わ
る
。
富
士
山
頂

で
通
年
観
測
す
れ
ば
、
日
本
中
の
気
象
予
報

に
役
立
つ
は
ず
だ
―
―
―
。

気
象
学
が
、
最
先
端
科
学
と
し
て
注
目
さ

同
年
夏
、
到
は
標
高
３
７
７
６
ｍ
の
剣
ヶ

峰
に
私
財
を
投
じ
て
約
６
坪
の
野
中
測
候
所

を
建
て
、

１０
月
１
日
か
ら
デ
ー
タ
収
集
を
開

始
。
ま
も
な
く
妻
の
千
代
子
も
合
流
し
、
極

寒
の
気
象
と
高
山
病
に
苦
し
み
な
が
ら
、
二

人
で
毎
日
２
時
間
お
き
の
観
測
を
続
け
た
。

「功
名
心
に
駆
ら
れ
た
冒
険
の
よ
う
で
す
が
、

到
に
は
気
象
学
者
と
し
て
の
強
い
使
命
感
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
支
え
る
千
代
子
の

生
命
を
賭
し
た
愛
情
が
な
け
れ
ば
、
成
し
得

な
か
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
富
士
山
測
候
所
を

活
用
す
る
会
の
土
器
屋
由
紀
子
さ
ん
は
語
る
。

当
初
の
計
画
ど
お
り
の
越
冬
は
叶
わ
な
か

っ
た
と
は
い
え
、

８２
日
間
の
観
河
記
録
と
．感

動
的
な
夫
婦
の
逸
話
は
、
時
代
を
越
え
て
語

ら
れ
た
。
語
リ
ベ
の

一
人
に
は
、
気
象
庁
時

代
に
富
士
山
頂
気
象
レ
ー
ダ
ー
建
設
に
携
わ

っ
た
作
家
、
新
田
次
郎
が
い
る
。
到
に
褒
章

の
話
が
舞
い
込
ん
だ
際

「受
け
る
な
ら
千
代

子
と
二
人
で
な
け
れ
ば
」
と
固
辞
し
た
と
い

う
後
日
談
を
聞
き
、
千
代
子
を
主
人
公
に
し

た
小
説

『芙
蓉
の
人
』
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

こ
れ
も
、
野
中
夫
妻
の
絆
を
示
す
逸
話
だ
。

れ
て
い
た
明
治
２８
年

（１
８
９
５
）
２
月
。

気
鋭
の
気
象
学
者

・
野
中
到
は
富
士
山
の
重

要
性
に
注
目
し
、
冬
季
初
登
頂
を
果
た
し
た
。

気
象
予
報
技
術
を
大
き
く
前
進
さ
せ
る
た
め

に
は
、
富
士
山
は
文
字
通
り

「攻
略
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
山
」
だ
っ
た
。

野中到、千代子夫妻

夫・至1(1867‐ 1955)は大学予備門 (現在の東大教養学部)を中退し、妻・

千代子 (1871‐ 1923)と ともに富士山頂の冬季気象観狽1を敢行。その後は、

山頂で通年観測ができる施設の建設に努めた。写真/東京管区気象台

現在、測候所は無人化
レーダードームは山麓に移設

気象衛星の普及などで役目を終えた台風レー

ダーは、富士山レーダードーム館で展示保存。

測候所は2004年 から無人化運用となったが、

「活用する会」による大気科学研究の場にもな

つている。写真/やまなし観光推進機構

日本最高地点・剣ヶ峰に建てられた
野中測候所

気圧計を設置した機械室、薪炭室 (物置)、 居

室のみの観測小屋。現在の測候所が建設され

たのは、1932年のこと (当初は観測所)。 1964

年には台風観測用の富士山レーダーが設置さ

れた。写真/ふ じさんミュージアム

||_
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